日本近世近代美術を中心とする美術交渉論 [論文要旨及び審査の要旨] by 中谷 伸生 & Nakatani Nobuo
日本近世近代美術を中心とする美術交渉論 [論文要
旨及び審査の要旨]
著者 中谷 伸生
発行年 2014-03-22
学位授与機関 関西大学
学位授与番号 34416乙第474号
URL http://hdl.handle.net/10112/8684
 
［39］ 
氏        名 中
なか
 谷
たに
 伸
のぶ
 生
お
 
博士の専攻分野の名称 
学 位 記 番 号           
学 位 授 与 の 日 付           
学 位 授 与 の 要 件           
学 位 論 文 題 目           
博士(文化交渉学) 
博第 474 号 
平成 26 年 3 月 22 日 
学位規則第 4 条第 2 項該当 
日本近世近代美術を中心とする美術交渉論 
論 文 審 査 委 員           主 査 教 授 松 浦   章 
副 査 教 授 内 田 慶 市 
副 査 教 授 二階堂 善 弘    
 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 中谷伸生氏が提出した博士論文「日本近世近代美術を中心とする美術交渉論」は以下の
ように構成されている。 
 
序 章 東アジア美術史の構想と岡倉天心 
第一章 岡倉天心の思想と日本美術史研究 
第二章 江戸狩野の研究 
第三章 京狩野の研究と東アジアの障壁画 
第四章 木村蒹葭堂と大坂画壇 
第五章 日本の文人画と東アジア 
第六章 近世近代の文人画と写生画 
第七章 美術交渉の諸相－日本画と洋画 
第八章 近代大阪の絵画と東アジア 
第九章 東アジアの二〇世紀美術 
第十章 東西美術の光り輝く色彩 
第十一章 美術交渉の日本、東アジア、ヨーロッパ 
第十二章 近世近代絵画史研究とその方法 
終章 文化交渉学としての美術史学 
結語 
 
 以上全 15 章からなる。以下のその内容を概略的に述べたい。 
 序 章「東アジア美術史の構想と岡倉天心」は本論文の問題提起とともに研究の骨子に
関して提示されている。 
第一章「岡倉天心の思想と日本美術史研究」は、岡倉天心が日本美術史にどのように貢
献したかを明らかにするとともに、岡倉天心が看過した美術作品の具体例として江戸狩野
と大坂の文人画を美術作品として評価することを論証している。 
第二章「江戸狩野の研究」は、京都の妙心寺聖澤院書院障壁画に見られる狩野典信筆の
《山水・麒麟図》及び《竹林七賢図》、妙心寺退蔵院より江戸かへ運ばれた《唐獅子図》に
見る狩野常信の制作に関して工房制作と京都の関係を究明し、さらに景山洞玉、狩野永泰、
冷泉為恭の作品について考証している。 
第三章「京狩野の研究と東アジアの障壁画」では、京の狩野と袁派、春光院障壁画の連
続画面構成から伝狩野永岳筆《文王呂尚図》の問題そして伝狩野永岳としての《楼閣山水
図》の考察を述べている。 
第四章「木村蒹葭堂と大坂画壇」において、江戸と対峙した大坂画壇の定義とその問題
点、大坂画壇で活躍した葛蛇玉筆の《山高水長図》と大坂の南蘋派、さらに大坂の戯画作
者である耳鳥齋の真贋、そして耳鳥齋の戯画がいかに東アジアの美術交渉に関係あるかを
述べる。 
第五章「日本の文人画と東アジア」において「文人画」と「南画」の問題を提起し、文
人画の本質を明らかにする手法として岡田半江の《山水図巻（大川納涼図）》を考察対象と
して、日本における文人画研究の問題点を論証している。 
第六章「近世近代の文人画と写生画」において、森蘭斎の《西王母図》と《桃と薔薇と
白頭翁図》そして、江戸時代に流行した本草学と博物学の描写図を美術史的に利用する方
法、富岡鐵齋筆妙心寺聖澤院書院障壁画《巌栖谷飲図》や富田溪仙《香椎・箱崎屏風》な
どさらに蘭亭曲水図に見る光景から中国の蘇州と大坂の光景の比較研究について提示した。 
第七章「美術交渉の諸相」として日本画と洋画の比較研究を行い、村上華岳『畫論』と
大正期の精神、大正末期の中村彜、関根正二の《死を思ふ日》などを対象に近世近代の日
本絵画における美術交渉の問題を提起した。 
第八章「近代大阪の絵画と東アジア」では、明治以降の大阪における文人画家、矢野橋
村の作品『青飛白走帖』に見られる東アジアの文人趣味について論証し、菅楯彦、奥谷秋
石、阪正臣、山本行範による合作とされる「きつねよめいりの巻」について新知見を提示
した。 
第九章「東アジアの二〇世紀美術」において一九三〇年代の日本画と台湾の画家陳進に
ついて植民地支配の台湾における日本画家の問題、さらに瀧・梅岡真理子、菅原布寿史な
どを東アジア美術史の視点から考察すると言う新手法を用いて考察した。 
第十章「東西美術の光り輝く色彩」において日本の美術にみられる「金銀」の宗教性と
世俗化について、西洋中世の光の思想をシャルトル大聖堂のステンドグラスの色彩などの
視点から比較検討した。 
第十一章「美術交渉の日本、東アジア、ヨーロッパ」は、20 世紀初頭の日本近代洋画に
見るファン・ゴッホの影響や大正・昭和の写生帖から宇田荻邨における西洋志向と日本回
帰、さらに日本人画家とスペイン現代美術の関係、日本・中国からフランスへ影響を与え
た扇面画の美術交渉について考察した。 
第十二章「近世近代絵画史研究とその方法」では、近世絵画と大坂画壇の評価について
述べ、岡倉天心の視点や各種の美術史的立場、そして近世近代絵画の特質とその研究につ
いて述べている。 
終章「文化交渉学としての美術史学」は、大坂画壇から東アジア美術史の構想を提示し、
大坂画壇の文人画とその評価、長崎派との関係、美術史学の方法とその基盤として比較美
術史研究から文化交渉学を提起し、日本における西洋美術史研究の問題点を喚起している。 
結語は、本論文のまとめとなっている。 
以上が中谷伸生氏の提出した博士論文の内容である。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 中谷伸生氏は、博士論文において、「美術史学研究において･･･＜一国主義＞の美術史研
究が、今、大きな転換期を迎えつつある。グローバリゼーションの流れの中、国家や特定
の地域を越えて縦横に展開する美術作品に対応するため、美術史研究は、いわゆる日本美
術史やフランス美術史という一国主義的な研究の枠組を打ち破っていかなければならない
時代を迎えたようである。･･･少なくとも東アジアの美術史として、広い視野から捉えなお
す研究が求められるにちがいない」と指摘されたように、旧来の学問的枠組みを打破して
新たな視点から、すなわち文化交渉学と言う創造中の学門視点から本書をまとめられたの
である。 
 とくに本書において重要な点は、江戸時代の美術史において江戸を中心とした美術が注
目され、大坂すなわち上方の美術史に関する視点が看過されてきたことの不備を解明され
たといえるであろう。江戸時代の大坂は、諸国からの物資のみならず中国や西欧の文化も
流入する文化の一大拠点であった。それに伴い江戸庶民の文化も繁栄していたのであるが、
これまでの美術史研究は明治以降の西欧化した日本の東京を中心とする美術史研究に傾倒
する研究姿勢に危惧したのである。 
とりわけ中谷氏が「日本美術史研究においては、中国文化の影響を強く受けたと考えら
れる大坂画壇の絵画が無視、あるいは軽視されてきた。しかし、江戸後期に長崎から全国
各地に広がった中国絵画の影響は、ある点では大坂において最も大きく、それは近世絵画
の基盤を形成するほどであった。近代の、そして現在の美術史学における大坂画壇の軽視
という状況には、さまざまな理由があるが、主要な原因の一つは、明治の美術史家で官僚
であった岡倉天心（1862‐1913）の美術史研究にあると考えられる。そして二つ目の原因
として指摘できるのは、明治政府が押し進めた脱亜入欧の立場であろう。とりわけ、日本
が日清戦争に勝利した明治 28 年（1895）以後の急速な西洋文化導入は、日本の社会から
アジア的、中国的な文化を衰退させる大きな要因となった」として、大坂画壇の再評価と
日本と中国を含む東アジア美術史の構想について論証した本論文は、今後の美術史研究に
大いなる指針となろう。 
さらに伝統的で変化の無いものとして看過されてきた狩野探幽以後の江戸狩野の作
品を、東アジア美術史という視野から捉えなおし、その障壁画の多くが東アジアを代
表する価値ある美術作品であり、それらの作品は東アジアの中国や朝鮮半島において
すでに失われ、京都をはじめとする日本においてしか遺存しない状況で、これらの作
品を東アジアの美術として考えることの重要性を提起したことは重要であろう。 
 中谷論文は、さらにこれまでの江戸絵画史研究は、京と江戸の絵画に研究が集中し、
大坂画壇の作品はほとんど看過され、大坂は経済面での側面ばかりが強調され、大阪
文化に関して軽視されていた。しかしその大坂に極めて高度な文化が形成されていた。
美術に関しても同様であったことへの高い評価を与えたことである。 
さらに日本美術史研究には、インド美術などや東アジア美術の視点を看過しては理解出
来ないことを重視し、国家という枠組とは別に、大阪やソウル、あるいは杭州やウイグル
といった地域の美術に関する視角から東アジアの美術を研究することの重要性を喚起した
ことも本論文の重要な点である。 
このように「文化交渉学」の方法論を踏まえ美術史学に援用し、東アジアの＜美術交渉
学＞や＜美術交渉史＞という新しい学問領域の創成を企図し、将来、アジアの学問や風土
の中から東アジア美術史が成立すれば、西洋の学問の借り物としての日本美術史研究に終
止符を打たねばならない時代を迎えたようであると提言したことは重要である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
